
12 月 10 日（日）、第６回水之上生活笑
しょうがっこう

楽校が

水之上地区公民館で開催されました。これは、

水之上地区でまちづくりを推進する「三和づく

り計画」に基づく取組として実施されるもので、

同地区住民同士の交流を深める機会として行わ

れています。当日は約 40 人の参加者が手打ち

そばや猪肉のシチューなどの手料理を持ち寄っ

て楽しく会食が行われました。「食べる・飲む・

語る」をテーマに、水之上地区への思いや今後

を語り、賑やかな会となりました。
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西郷どんと垂水
連載第４回目は、牛根地区と西郷どんとのゆかりについてご紹介。

t u n - j y u k u

つんと一緒にせごどん塾

西郷ウェブサイト
鹿児島県では、大河ドラ
マ「西郷どん」キャンペー
ン公式ウェブ
サイトを開設
しています。

「西郷隆盛と垂水」
垂 水 市 教 育 委 員 会 で は、
西郷隆盛と垂水の関わり
についてガイ
ドブックを発
行しています。

イベント情報
鹿児島県内のいろんなと
ころで行われる西郷どん
関連のイベン
ト情報をご紹
介しています。
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国
内
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内
戦
と
い
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る
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南

戦
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は
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西
郷
隆
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を
中
心
と
し
た

士し
ぞ
く族
（
旧
武
士
）
と
政
府
軍
の
間
で
、

現
在
の
大
分
県
・
熊
本
県
・
宮
崎
県
・

鹿
児
島
県
に
お
い
て
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
垂
水
市
の
牛
根
で

も
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屋
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向
か
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、
政
府
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つ
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政

府
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牛
根
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ほ
う
じ

宝
寺
隣
に
は
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牛

根
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西
南
戦
争
で
戦
死
し
た

方
々
を
弔
と
む
ら
う
た
め
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あ
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す
。
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初
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戸
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こ
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ご
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う立
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も
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で
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っ
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が
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４
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存
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、
計
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す
。
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牛
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け
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に
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郷
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府
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が
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こ
の
と
き
多
数
の
死
傷
者
が
あ
り
、

二
川
有
誠
と
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う
人
の
自
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が
野
戦

病
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に
使
用
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両
軍
の
兵
士
を

治
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し
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と
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子
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当
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も
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と
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ゅ
つ
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す
る

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
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垂水との
関わり

ツン

12 月３日（日）、第８回大野原（うのばい）い

きいき祭りが大野地区公民館別館（旧大野小中

学校）で開催されました。当日は約 1,700 人の

方が来場し、この日が解禁日となる大野原地区

特産の「つらさげ芋」の販売や先着 100 名に

無料配布される豚汁が振舞われ、開場時間の午

前９時には長い列ができていました。また、会

場ではクリスマスリース作り体験などの親子で

楽しめるイベントも行われ、多くの方で賑わい

ました。当日は天候にも恵まれ、大野原地区が

活気に溢れる一日となりました。

12 月３日（日）、垂水維新ツアーが開催され、

52 名が参加しました。これは、明治維新 150

周年に向け、垂水の歴史にスポットを当て、文

化や食、風景等を体感してもらうことを目的と

したものです。今回は「維新の志士が愛した垂

水の食卓」として、文行館で歴史の紹介と粟ぜ

んざいの振る舞いや、大野原いきいき祭りと垂

水千本イチョウ散策でこの時期の垂水を感じて

いただきました。また、垂水ベイサイドホテル

アザレアでの垂水の食材を豊富に使ったランチ

バイキングもあり、大満足の内容となりました。

第８回大野原（うのばい）
いきいき祭り開催！

明治維新 150 周年企画
垂水維新ツアー第４弾開催！
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